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１．研究計画の概要 
本研究は、ヒマラヤにおける氷河縮小が海水
準に与える影響について、現地観測、衛星デ
ータ解析、数値計算モデルを有機的に連携さ
せ、明らかにすることを目的としている。具
体的には、現地観測により、(1)高精度 GPS
観測により、1990 年代以降の氷河変動を明
らかにすること、(2)衛星によるデジタル標高
データの検証データを取得すること、数値計
算モデルにより、(3)氷河変動に対するモンス
ーン気候の影響について明らかにすること
を目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)干渉測位 GPS による氷河変動の現地観測
は、ネパールに 3 つあるモニタリング氷河の
うち、2008年と2009年に2つの氷河(AX010,
ヤラ)について実施した。残り 1 つ(リッカサ
ンバ)については 2009 年度秋に実施したが、
現地の大雪のために氷河そのものにたどり
着くことができず、2010 年春の実施を予定
している。解析は現在進行中であるが、現地
で撮影した写真からも、2000 年以降の氷河
の縮小が顕著であることは明らかである。 
(2)氷河変動の観測と平行して、氷河以外の地
形の GPS 測量観測をおこない、これまでに 3
地域で広域の GPS データを取得した。これ
らのデータは、衛星によるデジタル標高デー
タ(DEM)の検証に用いられ、ヒマラヤ地域に
おける DEM 精度を初めて明らかにすること
ができた(研究成果 4)。本観測に付随する成
果としては、近年ヒマラヤ地域で大きな問題
になっている氷河湖について、湖を堰き止め
ているダム部分の 2001 年以降の変化を明ら
かにした。(研究成果 1) 

チベット高原における観測は、外国人による
GPS 使用が禁止されたため、計画を一年遅ら
せての実施となったが、中国の共同研究者に
よる準備が万全でなく、十分なデータを得ら
れなかった。 
(3)数値計算モデルによる解析から、モンスー
ンの影響により夏季に主な降水がもたらさ
れるヒマラヤの氷河が、冬季に降水がもたら
される欧米の氷河に比べ、気温の変化に敏感
に応答することを明らかにした。(研究成果 2、
3) 
 
３．現在までの達成度 
(3)やや遅れている 
数値計算によるヒマラヤ地域の氷河の気候
に対する応答感度などについては順調に成
果が出ているものの、観測による氷河変動の
把握については、天候などの影響により、デ
ータの取りこぼしがある。また、大目標であ
る海水準への影響については、氷河台帳の整
備が進んでおらず、満足のいく成果が得られ
る見通しが立っていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)最終年度である 2010年春に、モニタリン
グ氷河の残り 1つ(リッカサンバ)の測量観測
をおこない、年度内に 2000 年以降の氷河変
動量をまとめる。 
(2)GPS による現地観測データによる精度検
証をおこなった衛星デジタル標高データを
もちい、より広域での氷河変動量を明らかに
する。すでに解析はすんでおり、現在投稿論
文を執筆中である。 
(3)氷河の気候変化に対する応答特性が、実
際にどのような全球分布になっているかに
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ついて、全球気候データと数値計算モデルを
カップリングさせて明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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